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研究データ管理手法の確立：よりよい研
究を進める上で必要なデータ管理の標準化を指向する。
• 研究の各段階（計画、データ収集、分析、公開・再
利用）においてGakuNin RDMを有効利用する前提と
なる知識およびスキルの共有・学習・⾃⼰評価の仕
組みを開発する。

• 京都大学学際融合教育研究推進センターのアカデ
ミックデータ・イノベーションユニットが開発した
Basic Rubricとツールの利用を試みる（図）。

ツールボックスの開発：テキストデータ分析に必要な機
能をツールボックスとして研究者の利用に供する。
• テキストの語彙分割、時空間語彙認識および計量化（緯度・経度
および時間の推定）、主題分析用LDA（Latent Dirichlet Allocation）、
基本的な分析結果の可視化に関するツール群を実装した（図）。

• 時系列データ分析や異常点検出等のアルゴリズムの充実を図る。
• 大量テキストデータの学習と予測を実運用に耐えられる時間内で
実行するために、mdxあるいは大学スーパーコンピュータの利用
を試みる。

Webニュースデータを利用した
地域分析の試み：ビッグデータを駆
使することで、地域社会が変容する瞬間
（Tipping Point）を捉えることを目指す。この
問いに挑みながら、定性的手法が主流である
地域研究において、情報学の計量性を活かし
た地域研究手法の構築を目的とする。これを
実現するために、GakuNin RDMとmdxを利用
した以下の課題を実施する。

課題の概要：人文学DXの実現には人文学データの計

量的処理が不可欠である。そこで本課題では、大量のテキ
ストデータの計量的処理をユースケースとして、①Web
ニュースデータから地域変動を検出する計量的手法の開発、
②データ分析を支援するツールボックスの構築、③関連す
る大量・多様な人文学研究データの蓄積・共有・利活用を
支援するデータベースシステムの構築、および④研究デー
タを適切に管理する手法の確立を試みる。

データベースの構築：多様な人文学データの保存
と利活用を支援するデータベースを研究者の利用に供する。
• 京都大学東南アジア地域研究研究所が運用している
MyDatabaseを利用する（図）

• 研究データ管理用の簡易的なメタデータを定義した。
• MyDatabaseに研究データ管理機能を追加した。
• MyDatabaseをGakuNin RDM等の外部システムと連携させ
るAPIの設計する。
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